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   平成24年７月31日 

 各 位 

                  会 社 名  株式会社東理ホールディングス 

                  コード番号 （5856）上場取引所  東    

                  代表者名   代表取締役社長  福村 康廣 

                  問合せ先   常務取締役    忍田 登南 

                  Ｔ Ｅ Ｌ   （03）3548-1014        

 

（訂正）「平成23年３月期 第２四半期決算短信」の一部訂正に関するお知らせ 

 

 当社が過去に発表いたしました表記開示資料につきまして、下記の通り一部訂正をいたしますので、お知ら

せいたします。 

 

記 

 

１． 訂正理由 

訂正理由等につきましては、本日開示の「（訂正）「平成24年３月期 決算短信」等の一部訂正に関する

お知らせ」を参照ください。 

なお、本日、平成19年３月期、平成20年３月期、平成24年３月期の期末決算短信、平成21年３月期から

平成23年３月期までの全ての決算短信を訂正いたしました。 

 

２． 訂正箇所 

   訂正箇所につきましては、下線を付しております。 
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平成23年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

 

1. 平成23年３月期第２四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日） 

 

(訂正前) 

 
 (1) 連結経営成績(累計)  
 

 (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第２四半期 10,566 △4.8 △229 ― △192 ― △251 ― 

22年３月期第２四半期 11,102 △29.5 46 △96.5 70 △95.1 84 △76.8

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

23年３月期第２四半期 △2 70 ― 

22年３月期第２四半期 0 91 ― 

 

(訂正後) 

 
 (1) 連結経営成績(累計)  
 

 (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第２四半期 10,566 △4.6 △229 ― △192 ― △251 ― 

22年３月期第２四半期 11,074 △29.6 18 △98.6 32 △97.7 47 △88.5

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

23年３月期第２四半期 △2 70 ― 

22年３月期第２四半期 0 51 ― 

 

 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

 

(訂正前) 
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善及び家電や自動車を中心に個人消費が

伸びたことを背景に、全体として回復傾向が見られるものの、通貨市場では円高の傾向を強め、企業収益へ
の影響が懸念され、先行きに予断を許さない状況であります。 
このような状況のなか、当社は成長性と安全性を重視した事業ポートフォリオの構築を基本方針として、

投資先であるグループ企業のバリューアップに努めてまいりました。その結果、当第２四半期連結累計期間
の業績は、売上高105億６千６百万円（前年同期4.8％減）、営業損失２億２千９百万円（前年同期営業利益
４千６百万円）、経常損失１億９千２百万円（前年同期経常利益７千万円）、四半期純損失２億５千１百万円
（前年同期四半期純利益８千４百万円）となりました。 

（省略） 

（教育関連事業） 
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 当社事業につきましては、医療・福祉法人と提携し認知症緩和ケア教育（タクティール教育を含む）の実

施を行っている部門、株式会社立「ウィッツ青山学園高等学校」の運営を行っている部門および主に学習塾

向け教材の制作・販売及びテスト関連事業を行っている部門の三つに大別されます。 

認知症緩和ケア教育等の普及につきましては、認知症ケアに対するニーズは大きく各地でのセミナー開催

や広告効果により認知度は高まりつつあり、セミナー受講者数は着実に増加しておりますが、普及のための

広告宣伝費等の初期投資が先行しております。高等学校（定時制・通信制）運営につきましては、平成17

年９月に開校した新しい学校のため生徒数増大が最重要課題であり、特にインターネットを活用した通信制

課程の生徒獲得に注力しております。テスト関連部門では、中学生向け会場テストの新採点方式が高評価を

受け、公立中学を中心に順調にシェアを確保しましたが、全体として売上高12億３千１百万円（前年同期

5.9％減）、営業利益１百万円（前年同期比98.6％減）となりました。 

（省略） 

 

(訂正後) 
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善及び家電や自動車を中心に個人消費が

伸びたことを背景に、全体として回復傾向が見られるものの、通貨市場では円高の傾向を強め、企業収益へ
の影響が懸念され、先行きに予断を許さない状況であります。 
このような状況のなか、当社は成長性と安全性を重視した事業ポートフォリオの構築を基本方針として、

投資先であるグループ企業のバリューアップに努めてまいりました。その結果、当第２四半期連結累計期間
の業績は、売上高105億６千６百万円（前年同期4.6％減）、営業損失２億２千９百万円（前年同期営業利益
１千８百万円）、経常損失１億９千２百万円（前年同期経常利益３千２百万円）、四半期純損失２億５千１百
万円（前年同期四半期純利益４千７百万円）となりました。 

（省略） 

 

（教育関連事業） 

 当社事業につきましては、医療・福祉法人と提携し認知症緩和ケア教育（タクティール教育を含む）の実

施を行っている部門、株式会社立「ウィッツ青山学園高等学校」の運営を行っている部門および主に学習塾

向け教材の制作・販売及びテスト関連事業を行っている部門の三つに大別されます。 

認知症緩和ケア教育等の普及につきましては、認知症ケアに対するニーズは大きく各地でのセミナー開催

や広告効果により認知度は高まりつつあり、セミナー受講者数は着実に増加しておりますが、普及のための

広告宣伝費等の初期投資が先行しております。高等学校（定時制・通信制）運営につきましては、平成17

年９月に開校した新しい学校のため生徒数増大が最重要課題であり、特にインターネットを活用した通信制

課程の生徒獲得に注力しております。テスト関連部門では、中学生向け会場テストの新採点方式が高評価を

受け、公立中学を中心に順調にシェアを確保しましたが、全体として売上高12億３千１百万円（前年同期

3.9％減）、営業利益１百万円（前年同期比98.2％減）となりました。 

（省略） 

 

３【四半期連結財務諸表】 
(1) 【四半期連結貸借対照表】 

 

(訂正前) 

 
    （単位：千円）



 
 

4 

  
当第２四半期連結会計期間末

(平成 22 年９月 30 日) 

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成 22 年３月 31 日) 

資産の部 

 流動資産 

  現金及び預金 1,234,233 1,528,814

  受取手形及び売掛金 1,715,792 2,121,313

  有価証券 15,543 15,097

  販売用不動産 537,060 537,060

  商品及び製品 1,324,485 1,346,377

  仕掛品 609,894 574,057

  原材料及び貯蔵品 254,427 232,389

  短期貸付金 1,064 4,553

  未収入金 86,918 71,002

  その他 123,025 141,874

  貸倒引当金 △ 17,548 △ 14,383

  流動資産合計 5,884,897 6,558,158

 固定資産 

  有形固定資産   
   建物及び構築物（純額） 1,311,588 1,354,613

   その他（純額） 1,933,654 2,024,950

   有形固定資産合計 3,245,242 3,379,564

  無形固定資産 

   のれん 552,116 574,119

   その他 95,637 113,103

   無形固定資産合計 647,753 687,222

  投資その他の資産 

   投資有価証券 402,597 600,734

   デリバティブ債権 556,158 426,618

   敷金 336,578 342,546

   出資金及び保証金 295,465 464,527

   長期貸付金 1,537,857 1,567,684

   破産更生債権等 1,735,562 1,695,994

   その他 404,157 410,403

   貸倒引当金 △ 3,563,562 △ 3,524,602

   投資その他の資産合計 1,704,816 1,983,905

  固定資産合計 5,597,812 6,050,692

 資産合計 11,482,710 12,608,850

 

(省略) 

 

 

(訂正後) 

 
    （単位：千円）

  
当第２四半期連結会計期間末

(平成 22 年９月 30 日) 

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成 22 年３月 31 日) 

資産の部 

 流動資産 

  現金及び預金 1,234,233 1,528,814

  受取手形及び売掛金 1,715,792 2,121,313

  有価証券 15,543 15,097

  販売用不動産 537,060 537,060

  商品及び製品 1,324,485 1,346,377

  仕掛品 609,894 574,057
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  原材料及び貯蔵品 254,427 232,389

  短期貸付金 1,064 4,553

  未収入金 86,918 71,002

  その他 123,025 141,874

  貸倒引当金 △ 17,548 △ 14,383

  流動資産合計 5,884,897 6,558,158

 固定資産 

  有形固定資産   
   建物及び構築物（純額） 1,311,588 1,354,613

   その他（純額） 1,933,654 2,024,950

   有形固定資産合計 3,245,242 3,379,564

  無形固定資産 

   のれん 552,116 574,119

   その他 95,637 113,103

   無形固定資産合計 647,753 687,222

  投資その他の資産 

   投資有価証券 402,597 600,734

   デリバティブ債権 556,158 426,618

   敷金 336,578 342,546

   出資金及び保証金 295,465 464,527

   長期貸付金 1,537,857 1,567,684

   破産更生債権等 1,735,562 1,695,994

   その他 404,157 381,929

   貸倒引当金 △ 3,563,562 △ 3,496,128

   投資その他の資産合計 1,704,816 1,983,905

  固定資産合計 5,597,812 6,050,692

 資産合計 11,482,710 12,608,850

 

(省略) 
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(2) 【四半期連結損益計算書】 
 【第２四半期連結累計期間】 

 

(訂正前) 

 
    （単位：千円）

  

前第２四半期連結累計期間 

(自 平成 21 年４月１日 

  至 平成 21 年９月 30 日) 

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成 22 年４月１日 

  至 平成 22 年９月 30 日) 

売上高 11,102,775 10,566,824

売上原価 8,772,412 8,602,019

売上総利益 2,330,363 1,964,805

販売費及び一般管理費 2,284,227 2,194,131

営業利益又は営業損失（△） 46,136 △ 229,326

営業外収益 

 受取利息 15,810 3,141

 受取配当金 819 245

 有価証券運用益 396 445

 匿名組合投資利益 － 4,831

 受取賃貸料 15,105 14,498

 補助金収入 10,320 2,492

 労働保険料還付金 － 14,156

 その他 24,822 28,044

 営業外収益合計 67,274 67,854

営業外費用 

 支払利息 17,891 10,669

 手形売却損 4,557 4,535

 支払地代 12,392 11,873

 その他 8,294 4,118

 営業外費用合計 43,135 31,196

経常利益又は経常損失（△） 70,275 △ 192,668

特別利益 

 固定資産売却益 20,075 693

 貸倒引当金戻入額 5,476 5,701

 投資有価証券売却益 35,194 61

 還付事業税 － 18,415

 その他 6,336 －

 特別利益合計 67,081 24,872

特別損失 

 固定資産除売却損 7,037 1,342

 投資有価証券売却損 － 2,500

 貸倒引当金繰入額 22,088 45,876

 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,068

 過年度人件費 12,100 －

 特別調査費用 － 11,160

 その他 1,245 167

 特別損失合計 42,470 77,115

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前

四半期純損失（△） 
94,886 △ 244,911

法人税等 10,377 6,209

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △ 251,121

少数株主利益又は少数株主損失（△） △102 581

四半期純利益又は四半期純損失（△） 84,610 △ 251,703
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(訂正後) 

 
    （単位：千円）

  

前第２四半期連結累計期間 

(自 平成 21 年４月１日 

  至 平成 21 年９月 30 日) 

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成 22 年４月１日 

  至 平成 22 年９月 30 日) 

売上高 11,074,892 10,566,824

売上原価 8,772,412 8,602,019

売上総利益 2,302,479 1,964,805

販売費及び一般管理費 2,284,227 2,194,131

営業利益又は営業損失（△） 18,252 △ 229,326

営業外収益 

 受取利息 6,217 3,141

 受取配当金 819 245

 有価証券運用益 396 445

 匿名組合投資利益 － 4,831

 受取賃貸料 15,105 14,498

 補助金収入 10,320 2,492

 労働保険料還付金 － 14,156

 その他 24,822 28,044

 営業外収益合計 57,681 67,854

営業外費用 

 支払利息 17,891 10,669

 手形売却損 4,557 4,535

 支払地代 12,392 11,873

 その他 8,294 4,118

 営業外費用合計 43,135 31,196

経常利益又は経常損失（△） 32,798 △ 192,668

特別利益 

 固定資産売却益 20,075 693

 貸倒引当金戻入額 5,476 5,701

 投資有価証券売却益 35,194 61

 還付事業税 － 18,415

 その他 6,336 －

 特別利益合計 67,081 24,872

特別損失 

 固定資産除売却損 7,037 1,342

 投資有価証券売却損 － 2,500

 貸倒引当金繰入額 22,088 45,876

 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,068

 過年度人件費 12,100 －

 特別調査費用 － 11,160

 その他 1,245 167

 特別損失合計 42,470 77,115

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前

四半期純損失（△） 
57,409 △ 244,911

法人税等 10,377 6,209

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △ 251,121

少数株主利益又は少数株主損失（△） △102 581

四半期純利益又は四半期純損失（△） 47,134 △ 251,703
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 【第２四半期連結会計期間】 

 

(訂正前) 

 
   （単位：千円）

  

前第２四半期連結会計期間 

(自 平成 21 年７月１日 

  至 平成 21 年９月 30 日) 

当第２四半期連結会計期間 

(自 平成 22 年７月１日 

  至 平成 22 年９月 30 日) 

売上高 5,580,492 5,209,851

売上原価 4,425,665 4,216,736

売上総利益 1,154,826 993,115

販売費及び一般管理費  1,138,356  1,103,865

営業利益又は営業損失（△） 16,470 △ 110,750

営業外収益 

 受取利息 9,173 1,583

 受取配当金 16 77

 有価証券運用益 297 ―

 匿名組合投資利益 ― 4,831

 受取賃貸料 7,696 7,591

 補助金収入 2,594 2,492

 その他 15,962 10,089

 営業外収益合計 35,739 26,666

営業外費用 

 支払利息 7,406 4,700

 手形売却損 1,918 2,033

 有価証券運用損 ― 198

 支払地代 5,936 5,936

 その他 2,537 223

 営業外費用合計 17,798 13,091

経常利益又は経常損失（△） 34,410 △ 97,175

特別利益 

 固定資産売却益 ― 683

 貸倒引当金戻入額 1,330 256

 投資有価証券売却益 15,377 ―

 その他 3,167 ―

 特別利益合計 19,874 940

特別損失 

 固定資産除売却損 7,037 ―

 貸倒引当金繰入額 15,328 27,856

 過年度人件費 12,100 ―

 特別調査費用 ― 11,159

 その他 260 167

 特別損失合計 34,726 39,183

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前

四半期純損失（△） 
19,559 △ 135,419

法人税等 6,141 1,610

少数株主損益調整前四半期純損失（△） ― △ 137,030

少数株主利益又は少数株主損失（△） △ 29 291

四半期純利益又は四半期純損失（△） 13,447 △ 137,322

 

 



 
 

9 

 

 

(訂正後) 

 
   （単位：千円）

  

前第２四半期連結会計期間 

(自 平成 21 年７月１日 

  至 平成 21 年９月 30 日) 

当第２四半期連結会計期間 

(自 平成 22 年７月１日 

  至 平成 22 年９月 30 日) 

売上高 5,552,609 5,209,851

売上原価 4,425,665 4,216,736

売上総利益 1,126,943 993,115

販売費及び一般管理費  1,138,356  1,103,865

営業損失（△） △11,413 △ 110,750

営業外収益 

 受取利息 4,050 1,583

 受取配当金 16 77

 有価証券運用益 297 ―

 匿名組合投資利益 ― 4,831

 受取賃貸料 7,696 7,591

 補助金収入 2,594 2,492

 その他 15,962 10,089

 営業外収益合計 30,616 26,666

営業外費用 

 支払利息 7,406 4,700

 手形売却損 1,918 2,033

 有価証券運用損 ― 198

 支払地代 5,936 5,936

 その他 2,537 223

 営業外費用合計 17,798 13,091

経常利益又は経常損失（△） 1,404 △ 97,175

特別利益 

 固定資産売却益 ― 683

 貸倒引当金戻入額 1,330 256

 投資有価証券売却益 15,377 ―

 その他 3,167 ―

 特別利益合計 19,874 940

特別損失 

 固定資産除売却損 7,037 ―

 貸倒引当金繰入額 15,328 27,856

 過年度人件費 12,100 ―

 特別調査費用 ― 11,159

 その他 260 167

 特別損失合計 34,726 39,183

税金等調整前四半期純損失（△） △13,446 △ 135,419

法人税等 6,141 1,610

少数株主損益調整前四半期純損失（△） ― △ 137,030

少数株主利益又は少数株主損失（△） △ 29 291

四半期純損失（△） △19,558 △ 137,322

 

以上 


